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考える仕組みを利用しよう

竹ノ塚校校長

渡辺 諒彦

私が学生だったとき、先生に「こ

の数学の問題について考えてみてく

ださい」と言われてふと思ったのが、

「考えるって何だろう」ということ

でした。当時、勉強が苦手だった私

には当然答えは出ませんでした。し

かし、自分で勉強するときには、必

ずこの考える工程があります。そし

て、実はどの科目においても、この

考える仕組みをわかっていることが

非常に大切なことだと私は思ってい

ます。

この答えを私にくれたのは、高校時代に通っていた塾の数学の先生でした。細かく話すともっと分ける

ことはできますが、大きく二つあります。一つ目は言い換えること、二つ目は組み立てる（順序をつける）

ことでした。

①言い換えを用いるべき勉強法

国語、理科、社会で重要語句を覚えるときには、まず自分の言葉で言い換えてみます。完璧ではなくても

いいから言い換えてみると、納得しやすくなります。このときに考えているのです。ほかにも、数学の難し

い問題のときには何をしていいかわからないことはよくあります。そのときにも問題文をよく読み、次に問

題文に書いてある大事な情報（数学ではよく条件という）を自分の言葉で言い換えていきます。このときに

勉強して覚えた知識が役に立ちます。これを繰り返し練習していくやり方です。

②組み立てることを用いる勉強法

数学の問題を解くときにその問題からいくつか言い換えた情報を引き出せたなら、答えに向かって使う順

序を考えると、自分がどこでつまずいたかがよくわかります。そして、それに対して対策を作っていくやり

方もあります。

考える仕組みは、ほかのことにも応用が利きます。この仕組みを利用して、勉強内容の「理解」を深めて

いくことが、私のお勧めする勉強方法です。

開倫塾 竹ノ塚校

●大学入試、高校入試、中学入試などが終了、進学先が決定したら、 ●塾生のひろば

進学先の第１学年の予習を、受験勉強と同じ熱心さで行おう！ 塾長 林 明夫 尾久校の塾生

●長時間自己学習・下野新聞模擬テスト ●私の勉強方法 No.196
花畑校校長 神山智史 上三川校 酒井澄美香 東京朝鮮第四初中級学校(尾久校) ２年 Ｓ・Ｕ
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Ｑ

高
校
入
試
、
中
学
入
試
な
ど
が
終
了
し
、

進
学
先
が
決
定
し
た
ら
、
何
を
し
た
ら
よ
い

の
で
す
か
。

Ａ

(

林
明
夫
。
以
下
省
略)

(

１)

進
学
先
の
高
校
、
中
学
校
な
ど
が
決
定

し
た
ら
、
第
１
学
年
で
学
ぶ
教
科
に
つ
い

て
、
開
倫
塾
の
テ
キ
ス
ト
や
学
校
の
教
科

書
、
参
考
書
を
手
に
入
れ
、
１
ペ
ー
ジ
か

ら
、
一
語
一
語
て
い
ね
い
に｢

予
習｣
す
る

こ
と
で
す
。

(

２)

配
布
さ
れ
た
、
開
倫
塾
の
テ
キ
ス
ト
や

学
校
の
教
科
書
を
予
習
す
る
の
に
、
遠
慮

は
一
切
不
要
で
す
。
で
き
る
だ
け
は
早
め

に
、
１
冊
ず
つ
、
予
習
を
し
終
え
る
こ
と

で
す
。

(

３)

開
倫
塾
の
テ
キ

ス
ト
や
学
校
の
教

科
書
が
配
布
さ
れ

た
ら
そ
の
日
か
ら
、

徹
底
的
に｢

予
習｣

を
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

大
学
入
試
が
終
了
し
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
で
す
か
。

Ａ

(

１)

大
学
な
ど
の
入
試
が
終
了
し
た
皆
様

は
、
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
・

専
修
学
校
・
大
学
院
の
第
１
学
年
で
学

ぶ｢

指
定
教
科
書｣

を
大
学
な
ど
の｢

書

店｣

で
買
い
求
め
、
１
学
期
の
授
業
が

始
ま
る
前
に
、
一
通
り｢

予
習｣

を
し
終

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

(

２)

大
学
な
ど
で
は
、
高
度
な
内
容
を
学

び
ま
す
の
で
、
教
科
書
を
一
語
一
語
て

い
ね
い
に
「
理
解
」
し
、｢

重
要
語
句｣

と
、
そ
の｢

定
義｣

を
ま
と
め
た
サ
ブ
ノ

ー
ト
づ
く
り
が
、
大
学
の
教
科
書
を
「
理

解
」
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

(

３)

英
語
や
第
２
、
第
３
外
国
語
は
、
初

級
文
法
と
テ
キ
ス
ト
の
発
音
練
習
、
書

き
取
り
練
習
、
語
句
の
意
味
調
べ
が
重

要
で
す
。

〇
英
語
以
外
の
第
２
外
国
語
を
学
ぶ
場

合
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
外
国
語

学
習
講
座
の
テ
キ
ス
ト
と
Ｃ
Ｄ
を
４

月
号
か
ら
９
月
号
ま
で
、
毎
月
買
い

求
め
、
ど
ん
ど
ん
発
音
練
習
・
暗
唱
、

書
き
取
り
練
習
・
暗
記
を
行
い
、
テ

キ

ス

ト

本

文

の

全

文

が

、

口

を

つ

い

て

出

る

ま

で

に

す

る

こ

と

を

お

す

す

め

し

ま
す
。

Ｑ

学
校
の
教
科
書
が
配
布
さ
れ
る
前
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
。

Ａ

(

１)

開
倫
塾
で
は
、
高
校
合
格
者
に
つ
い

て
、
開
倫
塾
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
、

高
校
内
容
の
先
取
り
授
業
が
ど
ん
ど
ん

組
ま
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

(

２)

開
倫
塾
で
は
、
開
倫
塾
予
備
校
と
開

倫
塾
全
校
舎
の
高
校
部
で
、
セ
ミ
ナ
ー

授
業
、
個
別
授
業
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
高
１
か
ら
高
３
、
高
校
卒
業
生
ま
で

組
ま
れ
ま
す
の
で
、
す
べ
て
の
教
科
を

開
倫
塾
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
、

①
大
学
入
試
の
超
名
門
、
駿
台
予
備

校
と
開
倫
塾
を
組
み
合
わ
せ
た｢

駿

台
ダ
イ
バ
ー
ス｣

、

②｢

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
予
備
校｣

、

③｢

フ
ォ
レ
ス
タ
プ
ラ
ス｣

、

こ
の
三
つ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
用

い
て
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
、
わ
か

り
や
す
く
、
面
白
く
、
高
品
質
の
、

最
高
レ
ベ
ル
の
内
容
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

(

３)

中
学
校
内
容
の

先
取
り
授
業
も
、

開
倫
塾
の
テ
キ
ス

ト
を
用
い
て
行
わ

れ
ま
す
。
積
極
的

に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

Ｑ

｢

予
習｣

は
、
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
よ
い
の

で
す
か
。

Ａ

(

１)

す
べ
て
の
基
本
は
、
テ
キ
ス
ト
・
教

科
書
を
、
一
語
一
語
、
ど
の
よ
う
な
意

味
な
の
か
を
考
え
、
じ
っ
く
り
腰
を
落

ち
着
け
て
読
む
こ
と
で
す
。

(

２)

こ
の
こ
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
考
え
を
す
る
の
か
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
。

じ
っ
く
り
考
え
る
。

(

３)

こ
と
ば
の
意
味
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、

辞
書
を
用
い
て
調
べ
る
。
読
み
方
が
わ

か
ら
な
け
れ
ば
、
漢
和
辞
典
で
調
べ
る
。

英
語
の
読
み
方
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、

発
音
記
号
を
調
べ
る
。
数
学
な
ど
で
計

算
や
問
題
練
習
が
あ
れ
ば
、
ノ
ー
ト
に

そ
の
問
題
を
書
き
写
し
、
ノ
ー
ト
の
問

題
を
解
く
。

(

４)
す
べ
て
の
教
科
の
テ
キ
ス
ト
、
教
科

書
は
、｢
音
読
練
習｣

｢

発
音
練
習｣

を
し

て｢

暗
唱｣
。｢

書
き
取
り
練
習｣

を
し
て

｢

暗
記｣

。｢
計
算
・
問
題
練
習｣

も
怠
ら

な
い
。

〇
授
業
の
内
容
が
難
し
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
授
業
だ
け
で
は
、
十
分
に
理

解
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
「
十
分

な
予
習
が
不
可
欠｣

で
す
。

〇｢

予
習｣

の｢

究
極｣

の｢

目
的｣

と
は
、

｢

よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
何
か
を
は

っ
き
り
さ
せ
て
、
授
業
に
臨
む
こ
と｣

で
す
。

Ｑ

｢

予
習｣

を
行
う｢

学
習
習
慣｣

は
、
将
来
役
に

立
ち
ま
す
か
。

Ａ

(

１)

役
に
立
ち
ま
す
。
高
校
で
役
に
立
ち

ま
す
。

(

２)

ま
た
、
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学

校
、
専
修
学
校
、
大
学
院
な
ど｢

高
等
教

育
機
関｣

で
役
に
立
ち
ま
す
。

(

３)

社
会
に
出
て
か
ら
も
、
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

社
会
に
出
て
か
ら
学
ぶ
場
合
に
は
、
学

校
の
よ
う
に
先
生
が
い
な
い
場
合
が
多

い
の
で
、
一
人
で
自
学
自
習
。
ゼ
ロ
か

ら
初
め
て
学
ぶ
分
野
が
多
い
の
で
、｢

予

習｣

と
同
じ
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言
ど
う
ぞ
。

Ａ

(

１)

学
校
時
代
に｢

予
習｣

の
仕
方
を
身
に

着
け
、｢

学
習
習
慣｣

と
し
て
自
分
の
も

の
と
す
る
こ
と
は
、｢

社
会
に
出
て
自
分

一
人
で
学
ぶ
と
き｣

に
役
立
ち
ま
す
。

(

２)
｢

予
習｣

を
し
て
、
そ
の
内
容
を｢

復
習｣

｢

定
着｣

｢

過
去
問
練
習｣

を
し
っ
か
り
行

え
ば
、
ど
ん
な
試
験
も
、
自
分
の
力
で

突
破
で
き
ま
す
。
社
会
に
出
て
か
ら
が

勉
強
の
本
番
で
す
。

(

３)

自
分
の
力
で
、
自
分
の
未
来
を
切
り

開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
様
な
選
択

肢
の
あ
る
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン
が｢

予
習｣

で
す
。

〇
入
試
が
終
わ
っ
た
ら
、
次
の
学
年
の

予
習
を
開
倫
塾
で
徹
底
的
に
行
い
、

新
し
い
学
年
、
新
し
い
学
校
で
、
素

晴
ら
し
い
成
果
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

宇
都
宮
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
客
員
教
授

作

新

学

院

大

学

客

員

教

授

(
)

林 明夫塾長からのメッセージ

大
学
入
試
、
高
校
入
試
、
中
学
入
試
な
ど
が
終
了
、
進
学
先
が
決
定
し
た
ら
、

進
学
先
の
第
１
学
年
の
予
習
を
、
受
験
勉
強
と
同
じ
熱
心
さ
で
行
お
う
！

開
倫
塾

塾
長

林

明

夫
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花
畑
校
校
長

神

山

智

史

１
．
自
己
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
よ
う

開
倫
塾
で
は
、
皆
さ
ん
の
学
力
や
偏
差
値
ア

ッ
プ
、
第
一
志
望
校
合
格
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
「
長
時
間
自
己
学
習
」
を
推
奨
し
、
ま
た
、

そ
れ
が
で
き
る
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
「
長

時
間
自
己
学
習
」
と
は
文
字
通
り
、
自
分
で
学

習
す
る
時
間
、
自
己
学
習
時
間
、
い
わ
ゆ
る
自

習
時
間
を
長
時
間
行
う
こ
と
で
す
。
開
倫
塾
に

は
、
す
べ
て
の
教
室
に
自
己
学
習
ス
ペ
ー
ス
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
塾
生
の
皆

さ
ん
は
、
授
業
時
間
以
外
に
も
授
業
の
無
い
日

に
も
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
で
自
己
学
習
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

勉
強
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は
様

々
で
す
。
学
校
の
予
習
、
復
習
、
宿
題
。
塾
の

予
習
、
復
習
、
宿
題
。
そ
れ
ら
が
全
教
科
分
あ

り
ま
す
。
仮
に
学
校
の
内
容
だ
け
に
絞
っ
た
と

し
て
も
、
時
間
は
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
ま
せ

ん
。
ま
し
て
、
学
校
の
勉
強
だ
け
で
は
、
受
験

の
際
に
出
題
さ
れ
る
内
容
に
対
応
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
す
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
手
段
の
一

つ
が
、「
長
時
間
自
己
学
習
」
で
す
。
塾
な
の
で
、

家
に
あ
る
よ
う
な
多
く
の
誘
惑
が
あ
り
ま
せ
ん
。

全
員
が
勉
強
し
て
い
る
環
境
の

た
め
、
程
よ
く
集
中
で
き
ま
す
。

ま
た
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

質
問
す
る
こ
と
も
、
足
り
な
い

教
材
を
補
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

学
力
を
伸
ば
す
に
は
う
っ
て
つ

け
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
、

開
倫
塾
で
は
提
供
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
遠
慮
な
く
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
．
何
を
勉
強
す
れ
ば
よ
い
か

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
受
験

に
お
い
て
、
学
校
の
勉
強
だ
け
が
で
き
て
い
て

も
、
残
念
な
が
ら
受
験
で
は
合
格
す
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
。
学
校
以
上
の
内
容
や
、
学
校
の

試
験
で
は
出
題
さ
れ
な
い
応
用
問
題
が
出
題
さ

れ
る
か
ら
で
す
。
と
は
い
え
、
学
校
の
内
申
点

が
上
が
ら
な
け
れ
ば
、
指
定
校
推
薦
や
高
偏
差

値
の
高
校
受
験
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
最
低
限
の
課
題
は
、
絶
対
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
学
校
の
課
題
は
、
２
、

３
周
繰
り
返
す
こ
と
が
理
想
で
す
。
提
出
物
と

し
て
完
成
さ
せ
た
上
で
、
そ
の
問
題
が
で
き
て

い
る
か
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
の
演
習
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
ま

ず
は
、
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お

い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
、
自
分
が
目
指
す

学
校
の
勉
強
で
す
。
学
校
の
内
申
点
が
十
分
に

確
保
で
き
た
段
階
か
ら
、
勉
強
内
容
の
ほ
と
ん

ど
を
受
験
勉
強
に
割
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
む

し
ろ
、
合
格
す
る
た
め
に
は
そ
の
学
校
で
出
題

さ
れ
る
問
題
の
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
塾
の
授

業
だ
け
で
は
足
り
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

塾
の
授
業
で
学
習
し
た
内
容
を
、
自
己
学
習
で

「
定
着
」
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
合
格
は

大
幅
に
近
づ
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
相

当
な
勉
強
時
間
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
日
頃
か

ら
上
手
に
時
間
を
使

い
、
勉
強
時
間
を
確
保

す
る
習
慣
を
つ
け
る
こ

と
が
理
想
で
す
。

３
．
自
己
学
習
能
力
の
育
成
を

保
護
者
の
方
や
塾
生
の
皆
さ
ん
か
ら
聞
か
れ

る
悩
み
の
一
つ
と
し
て
「
ど
う
や
っ
て
勉
強
す

れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
開
倫
塾
の
先
生
は
、
そ
の
質
問
の
答

え
を
、
し
か
も
そ
の
人
に
合
っ
た
や
り
方
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
悩
ん
だ
と

き
、
迷
っ
た
と
き
は
、
遠
慮
な
く
先
生
に
ご
質

問
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

同
時
に
、
開
倫
塾
で
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
、

自
分
で
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
自
己
学
習

能
力
の
育
成
」
で
す
。
自
己
学
習
の
習
慣
が
あ

る
人
は
、
自
分
に
足
り
な
い
も
の
、
そ
の
た
め

に
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
勉
強
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
自
分
に
合
っ
た
勉
強
方
法
を
探
す
こ
と
で
、

さ
ら
に
勉
強
の
効
果
が
高
ま
り
、
自
己
学
習
能

力
が
伸
び
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
の

も
ま
た
、
長
時
間
自
己
学
習
で
す
。
一
緒
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

上
三
川
校酒

井

澄
美
香

１
．
下
野
新
聞
模
擬
テ
ス
ト
と
は

下
野
新
聞
模
擬
テ
ス
ト
は
、
栃
木
県
最
大
の

模
擬
テ
ス
ト
で
す
。
中
１
生
は
３
月
、
中
２
生

は
８
月
と
３
月
、
中
３
生
は
６
月
～
翌
年
１
月

ま
で
の
期
間
に
実
施
し
ま
す
。
形
式
は
栃
木
県

立
入
試
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
実
際
の
県
立
高
校
入

試
よ
り
難
度
が
少
し
高
い
の
で
す
が
、
過
去
の

デ
ー
タ
か
ら
志
望
校
に
つ
い
て
の
判
定
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
．
出
題
内
容
と
対
策

国
語
で
は
、
漢
字
・
言
語
事
項
・
読
解
問
題

・
作
文
が
出
題
さ
れ
ま
す
。
社
会
で
は
、
地
理

・
歴
史
、
中
３
の
秋
か
ら
は
公
民
が
出
題
さ
れ

ま
す
。
数
学
で
は
計
算
問
題
な
ど
の
小
問
集
合
、

作
図
・
関
数
・
規
則
性
の
問
題
な
ど
が
出
題
さ

れ
ま
す
。
理
科
は
、
生
物
・
化
学
・
物
理
・
地

学
か
ら
語
句
や
計
算
・
作
図
の
問
題
が
出
題
さ

れ
ま
す
。
英
語
は
リ
ス
ニ
ン
グ
問
題
・
会
話
文

・
長
文
・
英
作
文
が
出
題
さ
れ
ま
す
。

ど
の
教
科
も
基
本
問
題
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

復
習
単
元
の
応
用
問
題
も
出
題
さ
れ
ま
す
の
で
、

簡
単
に
得
点
で
き
る
問
題
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
得
点
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
正
解
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
ど
の
よ

う
な
道
筋
で
考
え
た
か
、
ど
の
よ
う
に
問
題
を

解
い
た
か
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

特
に
、
国
語
・
数
学
・
英
語
に
つ
い
て
は
、
学

校
や
塾
の
授
業
を
受
け
た
だ
け
で
は
ス
ピ
ー
ド

や
正
確
性
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
自
主
学
習
の
時

間
を
し
っ
か
り
確
保
し
て
、
じ
っ
く
り
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
国
語
で
は
、

自
分
で
文
章
を
ま
と
め
る
記
述
式
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
数
学
で
は
、
自
分
で
式
を
立
て
る
問

題
、
場
合
や
条
件
に
合
わ
せ
て
解
く
応
用
問
題

も
あ
り
ま
す
。
英
語
で

は
、
リ
ス
ニ
ン
グ
以
外

の
問
題
（
長
文
二
つ
と

英
作
文
問
題
）
を
約
38

分
で
解
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

３
．
過
去
問
演
習
の
仕
方
と
活
用
法

実
力
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
勉
強
時
間
の
確

保
と
日
々
の
自
主
学
習
の
質
を
上
げ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
過
去
の
問
題
で
演

習
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

国
語
は
、
長
文
読
解
問
題
を
取
り
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
漢
字
練
習
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
一

度
も
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
文
章
で
目
的
意
識
を

も
っ
て
解
く
こ
と
に
慣
れ
ま
し
ょ
う
。
特
に
説

明
文
を
中
心
に
読
み
込
む
と
、
国
語
の
問
題
の

解
き
方
の
パ
タ
ー
ン
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、

作
文
を
書
く
時
の
思
考
パ
タ
ー
ン
の
ヒ
ン
ト
に

も
な
り
ま
す
。

数
学
は
、
自
分
で
式
を
考
え
る
問
題
を
中
心

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
方
程
式
・
連
立
方
程

式
・
一
次
関
数
・
（
二
次
関
数
）
・
規
則
性
な
ど

の
問
題
で
は
、
条
件
に
合
わ
せ
て
式
を
つ
く
っ

て
解
く
問
題
が
頻
出
し
て
い
ま
す
。

英
語
は
、
単
語
の
意
味
だ
け
で
な
く
熟
語
を

覚
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
長
文
読
解
を
す
る

に
し
て
も
、
英
語
の
独
特
な
表
現
を
知
ら
な
い

と
解
け
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
長
文

読
解
の
文
章
を
段
落
ご
と
に
書
き
写
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
和
訳
を
す
る
と
曖
昧
な
部
分
を
解
消
で

き
て
、
丁
寧
な
「
理
解
」
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

社
会
・
理
科
は
、
基
本
的
な
語
句
だ
け
で
な

く
、
記
述
式
の
問
題
で
出
題
さ
れ
や
す
い
も
の

か
ら
答
え
方
の
パ
タ
ー
ン
を
覚
え
て
い
く
と
、

対
応
で
き
る
問
題
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
学
習
の
内
容
は
正
解
が
出
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
も
の
が
増
え
て
い
き
ま

す
。
過
去
に
出
題
さ
れ
た
問
題
を
利
用
し
な
が

ら
、
答
え
方
や
考
え
方
の
基
本
を
身
に
着
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

下
野
新
聞
模

擬
テ
ス
ト
は
、

高
校
入
試
の
勉

強
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
大

変
重
要
な
も
の

で
す
。
大
い
に

活
用
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

長
時
間
自
己
学
習

開倫塾の行事

下
野
新
聞
模
擬
テ
ス
ト
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英
検
５
級

野

部

恭

吾

¨
今
月
は
、
「I

am

～.
You

are

～.

の
文
」

を
学
習
し
ま
す
。
英
語
の
勉
強
に
は
、
単
語
を

覚
え
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
文
法
と
い
う
英
語
で

文
を
書
く
と
き
の
約
束
事
も
覚
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
番
基
本
と
な
る
文
法
が
、

今
回
の
内
容
で
す
。
英
検
５
級
に
は
、
こ
の
文

法
を
知
ら
な
い
と
解
け
な
い
問
題
が
出
て
き
ま

す
。
ま
ず
は
文
の
つ
く
り
と
全
体
の
意
味
を
覚

え
て
、
ど
の
文
が
ど
う
い
う
日
本
語
に
な
る
の

か
を
、
繰
り
返
し
練
習
し
て
覚
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

¨
「
〇
〇
は
～
で
す
」
と
い
う
意
味
に
な
る
文

で
も
、
主
語
が
私
（I

）
の
時
に
は
「am

」
を
、

あ
な
た
（you

）
の
時
に
は
「are

」
を
用
い
る

と
い
う
違
い
は
、
皆
さ
ん
が
最
初
に
覚
え
る
べ

き
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
形
を

「
理
解
」
し
、
反
復
練
習
を
し
て
「
定
着
」
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

英
検
４
級

津
久
井

一

則

¨
今
月
は
、
「
一
般
動
詞(

一
～
三
人
称)

」
を
学

習
し
ま
す
。
英
語
を
学
習
し
て
い
く
上
で
、
動

詞
の
用
い
方
を
「
理
解
」
す
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
で
す
。
動
詞
に
は
大
き
く
分
け
て

動
詞

be

（am
,are,is

）
と
一
般
動
詞
（study,play,go

な
ど
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一
般
動
詞
を

使
っ
て
日
常
生
活
に
つ
い
て
表
現
す
る
場
合
は
、

主
語
が
誰
か
（
人
称
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
動
詞

の
後
ろ
にs(es)

を
つ
け
ま
す
。
人
称
は
一
人

称
（
私
）
、
二
人
称
（
あ
な
た
）
、
三
人
称
（
私

と
あ
な
た
以
外
）
と
あ
っ
て
、
主
語
が
三
人
称

で
単
数
（
一
人
、
一
つ
）
の
場
合
、
使
う
動
詞

はplays,
com

es

な
ど
の
よ
う
に
、
動
詞
の
語

尾
にs(es)

を
つ
け
て
用
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
私

は
テ
ニ
ス
を
し
ま
す
。
」
な
ら
、Iplay

tennis.

で
す
が
、「
彼
は
テ
ニ
ス
を
し
ま
す
。
」
な
ら
、He

plays
tennis.

と
な
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
「
理

解
」
し
て
動
詞
を
正
し
く
使
え
る
よ
う
に
練
習

し
ま
し
ょ
う
。

英
検
３
級

添

田

仁

美

¨
今
月
は
、「

動
詞
の
過
去
形
と
過
去
進
行
形
」

be

を
学
習
し
ま
す
。

動
詞
の
過
去
形
は
と
て
も

be

簡
単
で
、w

as

とw
ere

の
２
種
類
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
を
主
語
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ま

す
。
例
え
ばYou

are
in

Tochigi.

「
あ
な
た

は
栃
木
に
い
ま
す
。
」
を
、
「
あ
な
た
は
先
週
栃

木
に
い
ま
し
た
。
」
と
い
う
過
去
の
文
に
す
る
と
、

You
w

ere
in

Tochigilast
w

eek.

と

な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、

動
詞
は
現
在
で
も
過
去

be

で
も
主
語
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
使
用
し
ま
す
。

¨
過
去
進
行
形
は
、
形
は
現
在
進
行
形
と
同
じ

で
、

動
詞
を
過
去
形
に
し
てw

as/w
ere

＋

be

動
詞ing
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、

動
詞
の
過
去
形
の
否
定
文
・
疑
問
文
は
、

be
現
在
形
の
と
き
と
同
じ
で
、

動
詞
の
後
にnot

be

を
入
れ
れ
ば
否
定
文
、

動
詞
を
文
頭
に
置
け

be

ば
疑
問
文
と
な
り
ま
す
。
作
っ
た
英
文
は
必
ず

声
に
出
し
て
読
み
、
五
感
を
使
っ
て
し
っ
か
り

「
定
着
」
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

小
５
算
数

古

橋

慎

¨
ま
ず
は
、
「
整
数
と
小
数
」
の
単
元
を
学
習
し

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
数
の
で
き
方
を
学
び
ま
す
。

十
の
位
に
は
数
が
い
く
つ
あ
る
の
か
、
一
の
位

は
ど
う
か
を
知
り
、
式
に
表
現
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
中
２
生
の
文
字
を
用
い
た
整
数

の
表
し
方
に
共
通
し
た
点
が
あ
り
ま
す
。
よ
く

「
理
解
」
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

¨
次
に
、
「
直
方
体
と
立
方
体
の
体
積
」
に
つ
い

て
は
、
直
方
体
の
展
開
図
を
通
し
て
、
体
積
を

求
め
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。
辺
の
長
さ
が
等
し

い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
と
き
に
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
と
い
う
理
由

を
「
理
解
」
し
て
練
習
で
き
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
授
業
で
「
理
解
」
で
き
た
ら
、「
定
着
」

で
き
る
よ
う
に
練
習
を
た
く
さ
ん
行
い
ま
し
ょ

う
。

¨
授
業
で
は
、
間
違
い
を
あ
ま
り
心
配
せ
ず
に
、

自
信
を
も
っ
て
途
中
式
を
て
い
ね
い
に
書
き
ま

し
ょ
う
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
質
問
し
て
解

決
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

小
５
国
語

稲

垣

幸

生

¨
皆
さ
ん
は
漢
字
検
定
を
受
検
し
た
経
験
は
あ

り
ま
す
か
。
開
倫
塾
で
は
、
１
年
に
１
回
、
学

年
に
相
当
す
る
級
を
受
検
し
合
格
を
目
指
す
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
国
語
が
得
意
な
人

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
漢
字
の
読
み
書
き
が
苦

手
な
人
ほ
ど
漢
字
検
定
を
受
検
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

¨
言
葉
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
葉
を
「
理

解
」
し
使
う
力
（
語
彙
力
）
が
身
に
着
く
と
い

う
こ
と
で
す
。
語
彙
が
増
え
る
と
、
本
の
内
容

が
「
理
解
」
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
会

話
を
す
る
と
き
に
も
、
相
手
の
言
い
た
い
こ
と

を
「
理
解
」
し
、
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
し

っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
部
首
や
熟
語

を
覚
え
る
こ
と
で
、
言
葉
の

知
識
も
広
が
り
ま
す
。
苦
手

意
識
を
持
た
ず
に
、
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

小
６
算
数

山

本

信

広

¨
今
月
は
、
「
文
字
を
使
っ
た
式
」
を
学
習
し
ま

す
。
□
や
〇
な
ど
の
記
号
の
代
わ
り
に

や
x

y

な
ど
の
英
字
を
用
い
て
数
量
を
式
で
表
し
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
数
を
文
字
に
し
て
式
に
表
す
こ
と

に
慣
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
算
数
は
計

算
す
る
教
科
だ
と
考
え
て
い
た
人
は
、
算
数
は

式
を
立
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
こ

こ
で
認
識
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

¨
式
が
立
て
ら
れ
た
ら
、
式
の
中
の
英
字
（
主

に

）
が
示
し
て
い
る
値
は
い
く
つ
に
な
る
か

x
計
算
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
例
え
ば
、

に
x

５
を
加
え
た
ら
７
に
な
っ
た
場
合

、

は
２
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
が
頭
の
中

xで
７
か
ら
５
を
引
い
た
結
果
出
た
答
え
で
す
。

足
し
算
の
中
に
あ
る

を
求
め
る
と
き
は
引
き

x

算
に
な
る
の
で
す
。
ど
ん
な
ル
ー
ル
で
計
算
す

(
x ＋

5＝
7)

れ
ば
よ
い
か
を
学
び
、
繰
り
返
し
問
題
を
解
い

て
「
定
着
」
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

小
６
国
語

熊

谷

健

¨
今
月
は
、「
月
例
テ
ス
ト
に
向
け
た
学
習
方
法
」

を
お
話
し
ま
す
。
月
例
テ
ス
ト
は
、
月
に
１
度

実
施
さ
れ
ま
す
。
国
語
で
は
、
そ
の
学
年
で
学

習
す
る
漢
字
や
語
句
の
知
識
の
向
上
と
、
読
解

力
の
向
上
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
テ
ス
ト
前

に
行
う
月
例
テ
ス
ト
対
策
問
題
を
ノ
ー
ト
に
解

き
、
正
し
く
書
け
る
よ
う
に
繰
り
返
し
練
習
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

¨
文
章
読
解
の
問
題
は
、
初
め
て
見
る
文
章
で

も
正
し
く
解
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
授
業
で
問
題
を
解
く
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
問
題
を
き
ち
ん
と
読
み
、
文
字
数
や
答
え

方
な
ど
、
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
を
丸
や
四
角
で

囲
み
ま
す
。
本
文
に
も
、
答
え
と
思
う
所
に
は

必
ず
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。
正
解
と
自
分
の
答

え
が
異
な
る
場
合
に
は
、
ど
の
程
度
正
し
い
答

え
と
違
っ
て
い
た
の
か
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
知
識
問
題
も
読
解
問
題
も
す
ぐ
に
は
身
に

着
き
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
、
こ
の
学
習
方
法
で

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

中
１
英
語

神

山

智

史

¨
今
月
は
、
「
一
般
動
詞
の
文
、
否
定
文
と
疑
問

文
」
を
学
習
し
ま
す
。
一
般
動
詞
と
は
、

動
be

詞
に
対
置
さ
れ
る
、
日
本
語
で
言
う
「
動
詞
」

で
す
。
こ
れ
ら
の
動
詞
の
意
味
や
つ
づ
り
を
覚

え
て
お
か
な
い
と
、
こ
の
先
の
英
語
学
習
に
支

障
を
き
た
し
ま
す
。
確
実
に
「
定
着
」
さ
せ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
文
法
も
同
様
で
、
今
回
の

内
容
は
、
こ
れ
か
ら
の
英
語
で
学
習
す
る
す
べ

て
の
文
法
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ

こ
で
学
習
す
る
文
の
書
き
方
、
否
定
文
や
疑
問

文
の
作
り
方
は
、
今
後
学
習
す
る
す
べ
て
の
英

文
法
に
も
使
え
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
文

法
内
容
も
確
実
に
「
理
解
」
し
、
言
葉
の
並
べ

方
を
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。

¨
ま
た
、
否
定
文
と
疑
問
文
の
き
ま
り
を
混
在

さ
せ
て
し
ま
う
人
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
文
の
作
り
に
注
意
し
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

自

己

学

習

能

力

を

育

て

よ

う

｢
学
習
の
３
段
階
理
論｣

を
使
っ
て
結
果
の
出
せ
る
勉
強
方
法
を
身
に
着
け
よ
う

小

学

部

中

学

部

自己学習能力を育てよう
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中
１
数
学

遠

山

誠

¨
今
回
は
、
「
初
め
て
の
定
期
テ
ス
ト
の
勉
強
方

法
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
定
期
テ
ス
ト
で

高
得
点
を
取
る
に
は
、
普
段
の
学
習
習
慣
が
と

て
も
大
切
で
す
。
学
習
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト
は
二

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
授
業
中
は
、
先
生

の
説
明
を
集
中
し
て
聴
き
、
板
書
内
容
を
ノ
ー

ト
に
と
る
こ
と
で
す
。
何
を
学
ん
だ
の
か
を
「
理

解
」
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
二
つ
目
は
、
家

庭
学
習
で
は
、
そ
の
日
に
学
ん
だ
こ
と
を
復
習

し
、
次
に
学
ぶ
内
容
を
予
習
す
る
こ
と
で
す
。

復
習
で
は
、
ノ
ー
ト
を
見
返
し
た
り
、
教
科
書

を
読
み
直
し
た
り
、
問
題
の
解
き
直
し
を
す
る

と
、
「
理
解
」
が
深
ま
り
ま
す
。

¨
定
期
テ
ス
ト
３
週
間
前
く
ら
い
か
ら
は
、
学

校
の
ワ
ー
ク
や
授
業
で
や
っ
た
プ
リ
ン
ト
な
ど

を
解
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
教
科
書
を
読
み
返

す
こ
と
も
大
切
で
す
。
試
験
範
囲
が
出
さ
れ
た

ら
、
そ
の
範
囲
の
学
習
内
容
を
繰
り
返
し
学
び

直
す
と
、
高
得
点
に
結
び
つ
き
ま
す
。
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

中
１
国
語

増

田

想

¨
今
月
は
、
「
詩
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
詩

は
、
わ
ず
か
な
言
葉
の
中
に
深
い
意
味
を
込
め

る
も
の
で
す
。
読
み
手
に
意
味
を
鮮
明
に
描
か

せ
る
絵
画
的
な
表
現
や
、
リ
ズ
ム
を
添
え
て
訴

え
か
け
る
音
楽
的
な
表
現
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

言
葉
の
も
つ
美
的
な
働
き
を
最
高
に
発
揮
さ
せ

て
、
作
者
の
感
動
を
表
し
ま
す
。
短
め
の
語
句

で
改
行
す
る
、
連
（
数
行
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に

な
っ
た
も
の
）
で
構
成
す
る
な
ど
し
て
空
白
部

分
を
作
り
、
意
味
や
味
わ
い
を
鮮
明
に
し
ま
す
。

比
喩
・
倒
置
・
反
復
な
ど
の
表
現
技
法
を
使
っ

て
印
象
を
強
め
た
り
も
し
ま
す
。

¨
詩
の
朗
読
は
、
人
生
の
節
目
と
な
る
式
典
な

ど
で
も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
か
つ
て
日
本
の

中
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
高
村
光
太
郎
の
『
道

程
』
「
僕
の
前
に
道
は
な
い

僕
の
後
ろ
に
道
は

出
来
る
」
が
定
番
の
一
つ
で
し
た
。

中
１
理
科

出

島

亜

紀

¨
今
月
は
、
「
植
物
の
根
・
茎
・
葉
の
つ
く
り
」

を
学
習
し
ま
す
。
被
子
植
物
は
、
芽
生
え
の
と

き
の
子
葉
の
数
に
よ
っ
て
、「
単
子
葉
類
」
と
「
双

子
葉
類
」
の
２
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
植
物

ご
と
に
、
根
の
種
類
、
葉
の
葉
脈
の
つ
く
り
な

ど
が
異
な
る
た
め
、
表
な
ど
に
ま
と
め
て
正
し

く
覚
え
ま
し
ょ
う
。
植
物
の
単
元
で
は
、
た
だ

単
に
用
語
を
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
見
て
わ
か

る
よ
う
に
図
を
用
い
て
覚
え
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ノ
ー
ト
に
図
を
か
く
こ
と
で
「
理
解
」

が
さ
ら
に
深
ま
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
「
定
着
」
に

つ
な
が
り
ま
す
。

¨
初
め
て
の
定
期
テ
ス
ト
に
向
け
て
の
準
備
と

し
て
、
学
校
の
ワ
ー
ク
や
ま
と
め
の
プ
リ
ン
ト

を
何
度
も
繰
り
返
し
解
き
ま
し
ょ
う
。

中
１
社
会

小

林

祐

介

¨
今
月
の
地
理
分
野
は
、
「
日
本
の
姿
」
を
学
習

し
ま
す
。
日
本
の
位
置
や
範
囲
を
示
す
場
合
は
、

「
緯
度
」
や
「
経
度
」
を
使
っ
て
表
し
ま
す
。

こ
れ
を
「
理
解
」
す
る
と
、
高
校
入
試
で
も
よ

く
出
題
さ
れ
る
地
球
上
の
位
置
や
国
と
国
と
の

時
差
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
確
実

に
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
小
学
生
の
と

き
に
習
っ
た

都
道
府
県
と
都
道
府
県
庁
所
在

47

地
も
復
習
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

¨
歴
史
分
野
は
、
「
日
本
列
島
の
誕
生
と
大
陸
の

交
流
」
を
学
習
し
ま
す
。
か
つ
て
氷
河
期
の
頃

の
日
本
は
大
陸
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
マ
ン
モ

ス
や
ナ
ウ
マ
ン
象
な
ど
を
追
っ
て
人
類
が
日
本

に
た
ど
り
つ
き
、
そ
の
後
氷
が
解
け
て
現
在
の

日
本
列
島
に

な

り

ま

し

た
。
こ
の
時

代
は
人
物
よ

り
も
暮
ら
し

や
文
化
な
ど

を
中
心
に
学

習
し
ま
す
の

で
、
き
ち
ん

と
「
理
解
」

し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

中
２
英
語

酒

井

澄
美
香

¨
今
月
は
、
「
過
去
進
行
形
」
を
学
習
し
ま
す
。

中
１
で
現
在
進
行
形
を
学
習
し
た
と
き
に
、
be

動
詞
と
一
般
動
詞
のi

n
g

形
を
使
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
か
。
そ
の

動
詞
を
主
語
に
合
わ
せ

be

て
過
去
形(w

as,w
ere

)

に
す
る
だ
け
で
、
過
去

進
行
形
に
な
り
、
「
～
し
て
い
ま
し
た
」
と
訳
し

ま
す
。
過
去
進
行
形
の
文
で
は
、
文
末
に
「
そ

の
と
き
」(then

やat
that

tim
e
)

が
来
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
最
後
ま
で
英
文
を
よ
く
読
み

ま
し
ょ
う
。

¨
テ
ス
ト
問
題
な
ど
で
は
、

動
詞
の
後
に
一

be

般
動
詞
の
ど
ん
な
形
を
入
れ
る
か
の
出
題
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
内
容
的
に
「
何
か
を
し
て
い

る
状
態
」
で
あ
れ
ば
、
一
般
動
詞
はing

形
（
進

行
形
）
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
に
気
を
つ
け

て
学
習
す
る
と
、
得
点
力
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

中
２
数
学

土

公

優

企

¨
今
月
は
、
「
式
の
利
用
」
を
学
習
し
ま
す
。
①

式
の
値
で
は
、
先
に
式
を
簡
単
に
し
て
か
ら
代

入
を
行
い
ま
す
。
②
等
式
の
変
形
で
は
、
方
程

式
を
解
く
こ
と
と
同
じ
要
領
で
、
特
定
の
文
字

に
つ
い
て
解
く
こ
と
を
学
習
し
ま
す
。
方
程
式

と
同
じ
よ
う
に
、
移
項
や
両
辺
を
係
数
で
割
っ

て
、
式
を
変
形
し
ま
し
ょ
う
。
③
整
数
の
性
質

の
説
明
で
は
、
「
連
続
す
る
３
つ
の
整
数
の
和
は

３
の
倍
数
に
な
る
」
こ
と
な
ど
を
文
字
式
を
使

っ
て
説
明
し
ま
す
。

¨
ま
ず
、
偶
数
、
奇
数
、
連
続
す
る
整
数
、
２

桁
の
自
然
数
な
ど
を
文
字
式
で
表
せ
る
よ
う
に

覚
え
ま
し
ょ
う
。
説
明
の
書
き
方
は
形
式
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
何
度
も
練
習
を
し
て
「
理
解
」

し
「
定
着
」
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
面
積
・
体
積
の

利
用
で
は
、
円
錐
の
体
積
な
ど
を
文
字
式
で
表

し
比
べ
ま
す
。
面
積
や
体
積
の
公
式
の
復
習
を

す
る
こ
と
が
「
理
解
」
へ
の
第
一
歩
で
す
。

中
２
国
語

窪

田

瑞

己

¨
今
月
は
、
「
小
説
文
の
場
面
」
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
小
説
文
の
内
容
を
「
理
解
」
す
る
た

め
に
は
、
登
場
人
物
の
心
情
を
読
み
取
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
手
助
け

と
な
る
の
が
、
内
容
の
場
面
分
け
で
す
。

¨
場
面
の
分
け
方
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
般
的
に
、
時
間
・
場
所
・
人
物
に
注
目
し
、

い
ず
れ
か
に
変
化
が
あ
っ
た
と
き
に
、
場
面
分

け
を
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
場
面
分
け
を
す

る
と
、
そ
の
場
面
で
起
き
た
こ
と
を
整
理
し
や

す
く
な
り
、
話
の
流
れ
や
場
面
の
つ
な
が
り
が

わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
登
場
人
物
の
心
情

は
、
周
囲
の
状
況
の
変
化
に
影
響
を
受
け
て
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
場
面
の
変
化

を
読
み
取
る
こ
と
は
、
心
情
の
変
化
を
「
理
解
」

す
る
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
で
す
。

中
２
理
科

三

井

英

明

¨
今
月
は
、
「
化
学
変
化
を
表
す
式
と
化
合
」
を

学
習
し
ま
す
。
化
学
変
化
を
表
す
式
は
、
化
学

反
応
式
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
水
素
と
酸
素

の
反
応
で
は
、2H

2

＋O
2

→2H
2O

の
よ
う
に
左

辺
に
反
応
す
る
物
質
を
、
右
辺
に
反
応
し
て
で

き
た
物
質
を
元
素
記
号
を
用
い
て
表
し
ま
す
。

こ
の
時
、
左
辺
と
右
辺
を
結
ぶ
の
は
、
イ
コ
ー

ル(

＝)

で
は
な
く
矢
印(

→)

に
な
る
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
中
学
校
で
学
ぶ
化
学
反
応

式
は
数
が
少
な
い
の
で
、
確
実
に
「
定
着
」
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

◆
化
合
と
は
、
２
種
類
以
上
の
物
質
が
結
び
つ

い
て
性
質
の
異
な
る
別
の
物
質
が
で
き
る
こ
と

で
す
。
鉄
と
硫
黄
の
化
合
で
は
、
反
応
し
て
硫

化
鉄
が
で
き
ま
す
。
反
応
式
はFe

＋S

→FeS

で
す
。
こ
の
反
応
は
、
加
熱
し
な
い
と
起
こ
り

ま
せ
ん
。
加
熱
前
は
、
鉄
の
性
質
に
よ
り
磁
石

に

く

っ

つ

き

ま

す

が
、
加
熱
後
は
磁
石

に
つ
き
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
か
ら
別
の
物

質
が
で
き
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

中
２
社
会

仁

木

睦

枝

¨
今
月
の
地
理
は
、
「
気
候
と
自
然
災
害
」
を
学

習
し
ま
す
。
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
は
、
温

帯
の
温
暖
（
温
帯
）
湿
潤
気
候
で
す
が
、
日
本

の
国
土
の
約
４
分
の
３
を
占
め
る
山
地
、
風
向

き
、
海
流
な
ど
の
影
響
で
さ
ら
に
細
か
く
分
類

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
気
候
の
特
徴
を
つ
か

み
、
気
候
に
合
う
雨
温
図
を
正
し
く
選
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

¨
歴
史
は
、
「
江
戸
幕
府
の
成
立
と
対
外
政
策
」

を
学
習
し
ま
す
。
江
戸
幕
府
は
、
日
本
に
約
260

年
も
の
平
和
の
時
代
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ

の
安
定
し
た
社
会
の
中
で
、
人
々
は
様
々
な
技

術
や
産
業
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
な
ぜ
そ

れ
が
可
能
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
鍵
が
、

幕
府
の
し
く
み
と
対
外
政
策
に
あ
り
ま
す
。
「
な

ぜ
」
と
感
じ
た
こ
と
に
興
味
を
も
っ
て
学
習
す

る
と
、
勉
強
が
楽
し
く
な
り
ま
す
よ
。

自己学習能力を育てよう
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中
３
英
語 

田　

中　

雅　

典 
¨
今
月
は
、「
受
動
態
」
を
学
習
し
ま
す
。
ま
ず

は
他
の
文
法
単
元
と
同
様
に
、
基
本
と
な
る
形

を
正
確
に
覚
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
今
ま
で
出
て
こ
な
か
っ
た
動
詞
の
過

去
分
詞
形
と
い
う
形
が
出
て
き
ま
す
。
す
で
に

皆
さ
ん
は
動
詞
の
過
去
形
を
学
習
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
と
し
っ
か
り
差
別
化
し
た
上
で
、
ペ

ア
で
覚
え
て
い
く
こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。 

¨
基
本
形
が
「
理
解
」
で
き
た
ら
、
次
は
「
定

着
」
で
す
。
最
も
効
果
的
な
方
法
の
一
つ
が
音

読
で
す
。
読
み
方
が
複
雑
な
動
詞
の
過
去
分
詞

形
も
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
先
生
の
発
音
を
ま
ね

し
て
言
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
読
め
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
次
は
書
き
取
り
練
習
で
す
。
不
規
則

に
変
化
す
る
動
詞
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
つ
ず

つ
正
確
に
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

中
３
数
学 

 
 
 
 
 

信　

夫　

兼　

文 

¨
今
月
は
、
ま
ず
「
因
数
分
解
」
を
学
習
し
ま

す
。
因
数
分
解
と
は
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き

た
乗
法
公
式
を
用
い
た
式
の
展
開
の
全
く
逆
の

こ
と
を
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
カ
ッ
コ
の
な
い
式

を
カ
ッ
コ
の
つ
い
た
式
に
直
す
の
で
す
。
式
の

展
開
を
よ
く
練
習
し
て
き
た
人
に
は
簡
単
な
こ

と
で
す
。
ま
た
、
余
裕
が
あ
っ
た
ら
因
数
分
解

し
た
式
を
展
開
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
元
の
式
に

戻
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。
戻
ら
な
か
っ
た
ら
ど
こ
か

に
間
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

¨
次
は
「
式
の
計
算
の
利
用
」
を
学
習
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
２
生
で
学
習
し
た
「
式
に
よ
る
説

明
」
と
同
じ
こ
と
を
、
乗
法
公
式
を
用
い
て
行

い
ま
す
。<

説
明>

だ
っ
た
も
の
が
少
し
だ
け
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て<

証
明>

に
変
わ
り
ま
す
。
先

生
の
説
明
を
聴
い
て
「
理
解
」
し
た
ら
、
繰
り

返
し
練
習
し
て
「
定
着
」
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

中
３
国
語 

郡　

司　

浩　

行 

◆
今
月
は
、「
説
明
文
の
指
示
語
・
接
続
語
」
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。「
説
明
文
」
と
は
文
字
通

り
、
何
か
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
章
の
こ
と
で

す
。
何
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
の
か
を
正
確

に
読
み
取
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

そ
の
助
け
に
な
っ
て
く
れ
る
の
が
、「
指
示
語
」

や
「
接
続
語
」
で
す
。 

◆
ま
ず
、「
指
示
語
」
が
指
し
示
す
内
容
を
正
し

く
と
ら
え
ま
し
ょ
う
。
簡
単
な
問
題
だ
と
直
前

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
難
し

い
問
題
で
は
だ
い
ぶ
前
に
あ
っ
た
り
後
ろ
に
あ

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
接

続
語
」
は
、
そ
の
働
き
を
正
確
に
覚
え
る
こ
と

で
、
読
解
の
助
け
に
な
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
の

働
き
を
も
う
一
度
確
認
し
覚
え
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
間
違
え
た
問
い
は
解
説
を
必
ず
読

ん
で
「
理
解
」
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
の
「
定

着
」
と
「
応
用
」
は
、
問
題
を
多
く
こ
な
す
こ

と
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
段
階
を
踏
ん

で
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

                                     
 

中
３
理
科 

佐　

藤　

卓　

麻 

¨
今
月
は
、「
有
性
生
殖
と
遺
伝
の
規
則
性
」
を

学
習
し
ま
す
。
有
性
生
殖
と
は
、
雄
と
雌
の
生

殖
細
胞
の
核
が
合
体
（
受
精
）
し
、
新
し
い
個

体
が
で
き
る
こ
と
で
し
た
ね
。
そ
の
雌
雄
（
生

物
）
が
も
つ
形
や
性
質
の
特
徴
を
「
形
質
」
と

い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
形
質
が
子
や
そ
れ

以
後
の
世
代
に
伝
わ
る
こ
と
を
「
遺
伝
」
と
い

い
ま
す
。 

¨
こ
の
遺
伝
に
は
規
則
性
が
あ
り
ま
す
。
規
則

性
に
は
「
優
性
の
法
則
」
や
「
分
離
の
法
則
」

な
ど
が
あ
り
、
授
業
で
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
学
習

し
て
い
き
ま
す
。
初
め
は
少
し
難
し
い
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
先
生
の
話
を
よ
く
聴
き
、

書
き
方
を
ま
ね
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
「
理
解
」

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
繰
り
返
し
ノ
ー
ト
に
書

い
て
練
習
し
、
し
っ
か
り
と

「
定
着
」
さ
せ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

 

中
３
社
会 

奥　

野　

修　

一 

¨
歴
史
を
学
ぶ
目
的
は
何
で
し
ょ
う
か
。
過
去

の
出
来
事
を
学
ぶ
こ
と
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
目
的
の
一
つ
は
、
未
来
を
決
め

る
の
に
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
旅
行
先
を

決
め
る
と
き
、
過
去
を
振
り
返
ら
な
い
人
は
い

な
い
で
し
ょ
う
。
５
年
後
、

年
後
、

年
後

10

100

の
未
来
も
同
じ
で
す
。
遠
く
な
い
過
去
に
何
が

あ
っ
た
か
を
詳
し
く
知
っ
て
こ
そ
、
よ
り
よ
い

判
断
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。 

¨
現
代
日
本
の
民
主
主
義
が
、
な
ぜ
ど
の
よ
う

に
で
き
あ
が
っ
た
の
か
。
そ
れ
に
は
冷
戦
が
深

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
は
壮
大
な
ひ
と
つ

の
物
語
で
す
か
ら
、
当
時
の
人
々
の
気
持
ち
を

理
解
す
る
と
謎
が
解
け
て
い
き
ま
す
。
す
る
と
、

歴
史
の
面
白
み
も
わ
か
り
、
こ
れ
か
ら
の
世
界

が
ど
う
な
る
か
予
測
で
き
、
自
分
が
ど
う
す
べ

き
か
の
謎
も
解
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
頑
張

っ
て
学
習
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

高
校
英
語 

福　

岡　

正　

樹 

¨
高
１
生
は
、「
時
制
」
を
学
習
し
ま
す
。
中
学

校
で
「
現
在
」「
過
去
」
「
未
来
」
と
「
時
制
」

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
が
、
高
校
で
は
更

に
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。例
え
ば
、「
現

在
形
」
は
「
現
在
の
習
慣
」
や
「
現
在
の
状
態
」

を
表
す
の
に
加
え
、「
不
変
の
真
理
」
や
「
確
定

し
た
未
来
」
も
表
し
ま
す
。
こ
の
用
法
は
「
現

在
形
」
が
本
来
持
っ
て
い
る
「
変
わ
ら
な
い
」「
安

定
し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
に
起
因
し
て
い
る

の
で
す
。「
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
用
法
が
あ
る
の
か
」

「
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
の
か
」
と
い

う
こ
と
を
意
識
し
て
学
習
し
て
い
く
と
、
高
校

英
語
へ
の
「
理
解
」
が
深
ま
り
ま
す
。 

¨
高
２
生
は
「
句
と
節
」
を
学
習
し
ま
す
。
名

詞
、
形
容
詞
、
副
詞
な
ど
の
働
き
を
持
っ
た
語

の
ま
と
ま
り
で
「
主
語
＋
動
詞
」
を
含
ま
な
い

も
の
を
「
句
」、
含
む
も
の
を
「
節
」
と
い
い
ま

す
。
長
い
英
文
を
訳
す
に
は
、
そ
の
英
文
の
構

造
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、「
句
や
節
」
の
ま
と
ま
り
を
正
確
に
見
つ

け
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ

の
「
句
と
節
」
の
種
類
や
働
き
を
し
っ
か
り
「
理

解
」
し
て
、
英
文
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
見

つ
け
た
「
句
と
節
」
に
印
を
つ
け
て
お
く
と
訳

し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

¨
高
３
生
の
「
英
文
法
」
の

講
座
で
は
、
４
月
か
ら
「
英

文
法
」
に
加
え
、「
共
通
テ
ス

ト
対
策
リ
ス
ニ
ン
グ
」
も
行

い
ま
す
。「
共
通
テ
ス
ト
」
の

「
英
語
」
の
配
点
は
「
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
」
が

点
、「
リ
ス

100

ニ
ン
グ
」
も

点
で
す
。「
リ

100

ス
ニ
ン
グ
」
の
力
は
短
期
間
で
身
に
着
く
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
講
座
で
は
、「
リ
ス
ニ

ン
グ
の
学
習
法
」
を
指
導
す
る
と
同
時
に
、
隔

週
で
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
行
い
、
リ
ス
ニ
ン

グ
力
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。 

 

高
校
数
学 

廻　

谷　

紀　

行 

¨
高
１
生
は
、
数
学
Ⅰ
「
数
と
式
」
の
「
式
の

計
算
・
実
数
」
を
学
習
し
ま
す
。「
数
と
式
」
で

は
、
多
項
式
の
足
し
算
、
引
き
算
、
掛
け
算
、

展
開
、
因
数
分
解
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
中
学

校
で
習
っ
た
も
の
に
加
え
、
高
校
で
新
た
に
出

て
く
る
公
式
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
実
数
」

で
は
、
数
に
つ
い
て
の
概
念
・
平
方
根
・
絶
対

値
を
学
び
ま
す
。
こ
の
世
に
存
在
す
る
実
数
と

い
う
も
の
に
つ
い
て
、
新
し
い
用
語
が
た
く
さ

ん
出
て
き
ま
す
。
い
ず
れ
の
単
元
も
、
今
後
の

高
校
数
学
の
上
で
は
根
底
と
な
る
と
て
も
重
要

な
部
分
で
す
。
確
か
な
「
理
解
」
と
演
習
を
通

じ
て
の
「
定
着
」
を
図
り
、
す
べ
て
の
計
算
が

速
く
正
確
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。 

¨
高
２
生
は
、
数
学
Ⅱ
「
三
角
関
数
」
を
学
習

し
ま
す
。
数
学
Ⅰ
「
三
角
比
」
の
発
展
的
な
単

元
な
の
で
、
事
前
に
三
角
比
の
内
容
を
復
習
し

て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
今
ま
で

の
単
元
と
比
較
し
て
も
か
な
り
多
く
の
公
式
や

考
え
方
を
習
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ら
を
証

明
を
含
め
て
「
理
解
」
し
、
一
つ
一
つ
確
実
に

覚
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
関
数
な
の

で
グ
ラ
フ
が
登
場
し
ま
す
。
そ
の
特
徴
で
あ
る

周
期
性
な
ど
を
き
ち
ん
と
「
理
解
」
し
、
方
程

式
や
不
等
式
、
最
大
最
小
の
問
題
が
ス
ラ
ス
ラ

解
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
演
習
を
通
じ
て
「
定

着
」
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

¨
高
３
生
で
理
系
の
人
は
、
数
学
Ⅲ
「
数
列
の

極
限
」
を
学
習
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
こ
の
数

列
の
値
は
、
こ
の
先
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。」

と
い
う
、
や
や
抽
象
的
な
も
の
を
考
え
ま
す
。

無
限
数
列
・
無
限
級

数
に
つ
い
て
の
性
質

や
定
理
が
数
多
く
登

場
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
を
正
し
く
「
理
解
」

し
、
素
早
く
極
限
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に

演
習
を
重
ね
て
く
だ

さ
い
。

  　自己学習能力を育てよう

高 

校 

部
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尾久校では、自宅で勉強することがなかなかできない塾生の皆さんが多いです。そのため、保護者のご協力のもと、塾で
自習をしてもらっています。いずれは本当の意味の「自己学習」ができるように、可能な限りバックアップしていきます。

尾久校校長 佐々木 弘幸

塾 生 の ひ ろ ば

◆私は、決まった日の決まった時間に集中して勉
強しています。例えば、塾の宿題は日曜日に、学

校の宿題は、出された日の19：30にやっています。
そうすることにより、遊ぶ時間とのメリハリをつけてい

ます。
小５ Ｋ・Ｓ

◆私は、時間のあるときにできなかった問題を解

いたり、単語を覚えたりしています。宿題をやるとき
以外でも、時間があるときに少しでもやっておくと、

テスト本番で逃す問題が少なくなります。
小６ Ｎ・Ｒ

◆私の勉強は、頭の中だけで考えて手を動かさ

ないことがほとんどでした。しかし、このままだとミス
が増える一方なので、計算や漢字を書くようにな

りました。頭の中で考えるだけではきちんと覚えるこ
とはできないので、手を動かしたほうがよいと思いま

す。
小６ Ｙ・Ｙ

◆私は、漢字を間違えてしまうことが多いです。そ
こで、20問くらいのテストを自作して、15問以上正

解できなかった場合は、間違えた漢字を覚えるま
で練習することにしています。

小６ Ｔ・Ｓ

◆どの教科でも、間違えたところやできなかったと
ころは、わかるまで、解けるまで、何度も繰り返し

やって理解できるようにする。それが私の勉強方
法です。

小６ Ｆ・Ｙ

◆英語や算数は、間違えたらわかるまであきらめ
ずに最後までやるようにしています。これからもこの

調子で頑張りたいと思っています。
小６ Ｎ・Ｋ

◆塾の宿題は、塾の授業のあとで残ってやってい

ます。家だとゲームをしてしまうからです。中学生に
なったら、勉強はすべて塾でやろうと思っています。

小６ Ｙ・Ｔ

◆私の勉強方法は、教えてもらったことはすぐにメモ
して、その内容を頭に入れることです。丁寧にノート

に書くことにはとらわれず、復習する際に確認できる
最低限の内容を素早く多く書くことを心がけていま

す。
中１ Ｓ・Ｍ

◆英語は、間違えた単語を他のノートに写し、覚え

るまで書いています。数学は、できなかった問題を、
数字を変えて解いています。国語は、教科書以外

の本を読んで、様々な表現を覚えるようにしていま
す。

中１ Ｎ・Ｙ

◆私の勉強方法は、一度違えた問題は繰り返し解
くことです。何度も解くと頭の中に入りやすく、気づか

ないうちに覚えていることが多いです。また、タブレット
を使った勉強にも積極的に取り組んでいます。

中１ Ｏ・Ｙ

◆私の勉強方法は、教科書やノートを見て復習を
した後で、問題集を繰り返し解くことです。できない

問題や苦手な問題が完全になくなるまで繰り返し
解くようにしています。

中１ Ｋ・Ｒ

◆僕は集中力が続かないため、気分が乗ったときに
一気に勉強します。そして、次の日には必ずその内

容を復習しています。そうすると、時間が経っても覚
えています。

中１ Ｔ・Ｒ

◆私の勉強方法は、人に聞いたり教科書等を見直
したりして、わからなかったものをそのままにしないこと

です。そうすると、次に同じような問題が出たときには
よりわかるようになっていて、文を読み取る力もついて

いると思います。
中２ Ｎ・Ｙ

◆私は、家で勉強すると気が散ってしまうので、短い

時間でも塾に行って勉強しています。塾だと緊張感
があり、自宅でやるよりもはかどるのでオススメです。

中２ Ｉ ・ Ｈ

◆私の勉強方法は、ノートにテストで出そうな問題
を書いて、それをできるようになるまで解くことです。

問題を写すときに手を動かしているので、ただ解くより
も頭の中に定着して覚えやすいと思います。

中２ Ｉ ・ Ｔ
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４月日程表
１ 火 春期講習④ ①

２ 水 春期講習⑤ ②

３ 木 春期講習⑥ ③

４ 金 春期講習⑦ ④

開倫模試(北関東 全塾生)
５ 土 小学部・高校部新学期スタート(東京)

栃木放送開倫塾の時間

６ 日

７ 月 小学部・高校部新学期スタート(北関東)

８ 火

９ 水

10 木

11 金

12 土 栃木放送開倫塾の時間

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土 栃木放送開倫塾の時間

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土 栃木放送開倫塾の時間

27 日 北辰テスト(中３)①

28 月

29 火 昭和の日

30 水

※２月28日現在の予定です。

<

春
期
講
習
第
２>

(

東

京)

学力の向上を目指して…

私の勉強方法 No.196

東京朝鮮第四初中級学校(尾久校) ２年

Ｓ・Ｕ

１．勉強する上で大事なこと

私が勉強するときに大事にしているのは、暗記の

方法とノートの内容をきちんと理解することです。

暗記の方法は二つあります。一つ目は、音読した

上で答えを隠し、それが言えるようになるまで繰り

返して暗記することです。二つ目は、テキストなど

の問題をノートに写してから答えをオレンジ色のボ

ールペンで記入し、それを赤シートで隠して自分で

答えが言えるかチェックすることです。そうすると、

手を動かしたときとチェックするときの２回記憶す

ることができるので一石二鳥なのです。私にはこの

二つの暗記法が合っていると思います。

２．ノートの内容を大切に

ノートの内容をきちんと理解すべき科目は、主に

国語と数学です。国語は、小説や詩など作者の感情

的理解を、一旦自分がノートに書いたものから判断

していきます。一度自分で目を通し、

さらに手を使って書き写しているた

め、自然と気持ちがわかるようにな

ります。数学は、解法や公式を書き

写すことで、その内容がより頭に入

りやすくなっていると思います。

３．赤シートの有効活用

赤シートを使った暗記は、理科や社会、英語に有

効です。定期テスト前は覚えることが多いので、す

べてを書くのには時間がかかり、それを繰り返す時

間を確保するのが難しいです。そのため、書く回数

を減らすしかありませんが、何度も繰り返し確認す

る作業は必要です。そこで、赤シートでの暗記が不

可欠なのです。

私の勉強方法とは、結局、自分専用のノート作り

であるのかもしれません。

CRT栃木放送｢開倫塾の時間｣・ラジオ栃木放送(1530kHz、1062kHz、864kHz http://www.crt-radio.co.jp/)毎週土曜日午
前９時15分～25分。塾長林明夫が、塾生だけでなく社会人も含めて一生涯活用できる「効果の上がる勉強方法とは何
か」をテーマに、39年間語り続けている世界に１つしかないラジオ番組です。


